
初心忘るべからず（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

事務所開設４０周年ということで、自分の入所時の事務所ニュースを振り返ってみました。９１年７月号です。新人挨拶で、弁護士になっ
た動機について、「東京電力の思想差別事件で闘っている当事者の方からお話を聞いた際に、屈辱と大変な苦労のなかで、明るさを失わず
闘っている姿に感動し、このような素敵な人と一緒に仕事をしたいと思った。」と書いていました。

今、３／１１の原発事故で、被害にあった方々の損害賠償事件に携わっています。もし、東京電力が思想差別をせず、原発に批判的な社員
の声もきちんと反映する会社であったなら、今日のような悲惨な事態は免れたのだろうと思います。

原子力の利権に群がる人たち、核兵器保持の可能性を残すために原子力に固執する人たち、そこから広告料をもらって原子力への批判が出
来ないマスコミ、未だに原発０を阻止しようとしている人がいます。

歴史を逆転させないためには、誰が何をしたか、どうしてこうなったか忘れないことが大切です。僕はとても忘れっぽいのですが、誰が何
をどうしてこうなったか、けして忘れず、歴史を逆戻りさせないように、しっかり、しっかり、見据えて、自分が何をしなければならない
のか、自分の子どもに何を伝えなければならないのか、身近な人に何を伝えなければならないのか、考えて生きていきたいと思います。

初接見の思い出（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

確か、埼玉総合法律事務所に入所してまだ一週間経っていなかったと思う。先輩弁護士に走り書きしたメモを渡され、依頼者の関係者が警
察に逮捕されたからすぐに行ってきてくれと。幸手警察

場所を確認するために幸手警察のホームページを見てみると、幸手駅から徒歩５０分。「徒歩」５０分

当然幸手駅からはタクシーで幸手警察署へ。どんな事件だったか、どんな接見をしたのかは、全く記憶がない。が、ともかく無事に接見を
終えて幸手警察を出た。タクシーは全く走っていない。電話して呼ぶか、でもまだ初任給ももらってないし、歩くか。地図あるし

歩き始めた頃はまだ夕日があったが、しだいに暮れてくる。周りは田畑ばかり。明かりがもれてくる戸建ても、薄暗い街灯もポツリポツリ
としかない。タクシーが通ったら拾おう。しかし、全く通らない。人も歩いていない

明るい建物が見えてきた。あれが幸手駅だな。元気を取り戻して歩いて行ったが…違う…何の建物かもよく分からない
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周辺が田畑ばかりで目印のない地図は役に多立たず、もともと迷い気味だったが、正体不明の建物を目指したことで決定的に迷子に。あと
は放浪。あっちに歩いてみては、こっちに行ってみる

勘がアテにならないと思い知って一時間半、奇跡的に通りかかったタクシーに乗り込み、ようやく幸手駅に

いろんな失敗を積み重ねての１０年、これからもめげずにやっていきたい。

事務所と私（弁護士　谷川　生子）
弁護士　谷川　生子

入所して早くも５年が経ちました。弁護士１年目は、刑事事件でヘトヘトになった記憶があります。数の多さもさることながら、責任能力
や故意を争う事件など、内容的に濃いものが集中していました。気難しい被疑者と接見室で怒鳴り合ったり、対応に苦労する事件に遭うた
びに、先輩弁護士に助けてもらいながら何とか終えてきました。そのほか、失業して次の仕事が見つからず、所持金が底を尽いたあげくに
オニギリを盗った人の事件。この人が、二度と同じことを繰り返さないためにはどうしたらよいのでしょうか。事務所には貧困問題、労働
問題に先進的に取り組んでいる弁護士が多くいました。埼玉総合に入らなければ、定期的に開かれる生活困窮者向けの相談会やホットライ
ンに参加することはなかったかもしれません。当事者の生の声を聞くなかで、自分も相手も同じ人間だということを実感しました。このこ
とは、私が事務所の活動から得られた最も大きな財産かもしれません。

今、世の中は、最後のセイフティネットである生活保護基準切り下げの方向にどんどん進んでいます。先頭で旗を振っている人々が、八方
塞がりで困っている人々の声を直接聞いたら、少しは変わってくれるでしょうか？
私にはまだ事務所の歴史は語れません。それでも、埼玉総合が、それぞれの時代で果たすべき役割の一端を担えたら、と思います。

たくさんの経験と感謝（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

事務所に入所して僕にはじめて与えられた仕事は、当日の朝にはじめて申立書を渡された集団解雇事件について、栃木県庁で記者会見をし
てくるというものでした。弁護士は僕ひとりです。「ただ座っていればいいから。」という先輩弁護士の言葉を信じて記者会見にのぞんだ
のですが、ただ座っていればいいわけではありませんでした。
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あのときも大変なことをさせられたなと思っていましたが，いろいろな事件をそれなりに経験した今になって当時を振り返ってみると，本
当に大変なことをさせられていたんだなと思います。

本当に得がたい経験をさせていただいたと思っています。文句ではありません。

また、他にもこのような経験を先輩の先生方からいくつもさせていただきました。ひとつひとつ感謝の気持ちをこめて詳細に記載していき
たいところですが、僕の感謝は僕に割り当てられた６００字では，到底語りつくせるようなものではありません。

本当にたくさん得がたい経験をさせていただいたと思っています。文句ではありません。

僕を鍛え上げようという先生方の愛情によるものだということはわかっています。ただ，先生方の愛は重すぎます。

僕も先輩の先生方から与えて頂いたたくさんの愛を，今後，後輩の先生方に惜しみなく与えていきたいと思います。

なお，宮澤先生がこの事務所をひらいて４０周年を迎えるそうですが，宮澤先生からすればほんの通過点にすぎないことは明らかです。僕
は，宮澤先生が更に４０年弁護士を続けても驚きません。

法テラスにいて考えたこと（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

いま、法テラス埼玉の副所長の任にあります。主に法律扶助が担当です。この仕事をしていると、まだまだ弁護士などの法律家が社会の需
要に応えきれていないことを知ります。確かに弁護士人口は増大の一途で、新人弁護士の就職難は、社会問題のひとつとも言えるのですが、
たとえば、昨年の法律扶助の利用件数。埼玉県内で法律扶助制度を利用して弁護士等に委任をした件数が4500件。これに対し、神奈川
県では7100件。人口は神奈川の900万に対し埼玉は710万ですが、人口差では説明できない大きな扶助件数差があります。埼玉の
方が平和だというのであれば、よいのですが、たぶんそうではなく、弁護士の数による差ではないか、と考えられます。神奈川には埼玉の
倍の数の弁護士がいるのです。僅か１つの指標で断定的な事を語るわけではないのですが、もしかしたら神奈川に比べて埼玉では、法的救
済が必要なケースでも弁護士に行き着いていない事がたくさんあるのではないか、と想像されます。

体に痛みを感じれば、何科かはともかくお医者さんを訪ねます。ですが、困りごとを感じたとき、いったいどこを訪ねたらよいのかが分か
りません。弁護士は法律問題の解決のプロですが、これが法律問題なのかどうなのか、の判断は、ある種専門的です。困っている人の側で
判断しなければ弁護士のもとにすら行き着かないという社会は、まだまだ人に優しい社会とは言えません。

当事務所では、法律の問題かどうかに関わらず、どんな相談でもお寄せいただき、利用者目線で大勢の弁護士・スタッフの知恵を結集し、
適切な解決への糸口へご案内できるように考えています。それが事務所始まって以来の当事務所の基本的スタンスなのですから。
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あきらめず粘り強く現場での取組を続けること（弁護士　猪股
正）
弁護士　猪股　正

事務所４０周年の長い歴史の一コマ。４年前、派遣切りの嵐が吹き荒れ、リーマンショックがあった２００８年。私たちは、１２月２４日、
全国で連携して年越し電話相談会を実施した。埼玉では、埼玉総合法律事務所の会議室に、臨時電話を１０回線設置した。会議室は、参加
した弁護士、司法書士、社会福祉士、労働組合関係者などで埋め尽くされた。スタートから相談が相次ぎ、夜には、会議室に、テレビ朝日
ニュースステーションのカメラが入った。「派遣で切られた」「所持金が尽きかけている」「住まいを失った」といった追い詰められた人
たちからの相談が殺到し、電話に対応する弁護士らの姿とともに、全国に放映された。午前零時の相談会終了まで、殺到する電話の悲鳴の
ような音が鳴り響き、会議室は修羅場のようだった。膨大な数の人が生死の淵をさまよっていることを実感し、貧困と格差を拡大させた構
造改革政策に対する怒りをあらたにした日だった。その数日後、日比谷の年越し派遣村の取組へと突入した。

あれから４年。振り返れば、一部の富裕層に富が集中する一方で、貧困率は過去最悪、貧困の要因である労働分野での非正規雇用への置き
換えの流れも変わらず、残念ながら、貧困と格差の拡大に歯止めはかからなかった。そして、年末の大事な時期に、政治は、総選挙へと走
り、生活の困難を抱えた人の年末対策は置き去りになっている。私たちは、年末、再び、この事務所の会議室に臨時電話を設置し、「明る
い正月を！全国一斉　年越し電話相談会」を行う。

そして、年が明けて２０１３年も、みんなが人間らしく働き生活できる明るい社会になるよう、現場での取組を、あきらめず、粘り強く続
けたい。

支え（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗
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この写真は、私が弁護士を目指して勉強をしていた頃の写真です。

左側の浴衣を着ているのが私です。目はうつろ、髪はボサボサで、いかにも受験生です。
右側の大仏の仮面をかぶった方は、今は埼玉の弁護士の方です。受験勉強中にこの写真の飲み会で１度会っただけなのですが、数年後偶然
再会した時に覚えていてくれて、この方のアドバイスがあって私は当事務所で働くことになりました。

ですので、僕の恩人です。こういう縁がなかったら、今頃どこで何をしていたのかな、と感謝しています。恩人をこんな写真で紹介すると
感謝していないように思われそうですが。

写真を撮った頃は早く司法試験に合格して弁護士になりたいと思っていましたが、今は弁護士になる前に司法試験に落ちていて良かったと
思うこともあります。

当時は、お金もなければ仕事もないのに司法試験にも落ちてしまって、将来の生活を考えて司法試験を辞めようか、就職しようかと考えて
いました。

支えてくれた人がいたから弁護士になれたのは間違いありません。
不安もありましたが、その分、家族や友人などの支えが身に染みました。そう思うと支えてくれる人に恩返ししないといけないなと思いま
す。試験に落ちたことで得たものは少なくありません。

ふと考えてみると、今でもいろいろな方に支えられています。当事務所を懇意にして下さる顧問先の方々には、いつも助けられています。
依頼者の方々から、「ありがとうございます」と仰っていただくと、また仕事を頑張ろうとやる気をいただいております。事件の解決のた
めには他の弁護士や事務員の協力は不可欠です。

恩返しの意味も含めて、もっと支えになれるように頑張ろうと思います。



橋下市長を叱る（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

恥を承知で相当口はばったいことを書きます。

何でも序列をつけたがるこの世のなかで、私はなるべく順位にこだわらず、1番になることはむしろ望まずに生きてきたように思います。
決して人を追い抜かず出し抜かず、おもねらず、地位や役職を求めず、財力を競わず（欲しいけど）、競争することを好まず、しかし、オ
リジナリティを大切にし、人にはまねのできないオンリーワンの知恵を産み出して仕事をすることにはとても強くこだわってきました。

その結果ある程度の役職も任せてもらえましたが、私にとっては地位は決して目標などではありません。無論、いつでも全てがというわけ
にはいかず、無難に始末する、ということも数多くありましたが、「自分の意味がない」、といやな気持ちになります。

私は、普段はあまり押し出しの強い人間ではありません。
ですが、自分の頭で考え抜いたオリジナリティこそが大事と考え、結果、それなりに誇れる仕事や活動ができてきたように思います。
「ナンバーワンよりオンリーワン」は、既に言い古されたフレーズですが、結果が何よりも重要でありつつ、こういうあり方が許される弁
護士の世界に生きていられることに誇りと幸せを感じます。

大阪市長の橋下さん。あなたも弁護士だし誰よりもご自身が個性的だから、その意味は分かりますよね？ですが、学校や教師を競わせたり、
幅の狭い思想の中に閉じこめようとしてみたり・・・。
この社会に生きる人々の多くは我々と違っていつでも自分の個性を出しながら生きていけるわけではない。そういう人々をさらに狭い世界
に押し込めて、小さな物差しを当てて競争させる。
それで豊かな未来が見えますか？あなたがどんなに得意の弁舌で未来を語ったとしても、その先にあるのは地獄ですよ。

自殺へと追い込まれる国（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

１　東尋坊
福井県の東尋坊は、日本海に面して切り立った断崖であり、過去30年間で650人が亡くなっている自殺多発地帯だ。岩場の最先端まで
誰でも行くことができ、下をのぞくと目がくらむような場所だ。
先日、東尋坊で自殺防止の取組を続ける茂幸雄さんを訪ね、東尋坊タワー前に茂さんが開業している茶屋「心に響くおろしもち店」でお話
を聞かせてもらった。茂さんは、東尋坊のパトロールを続け、2004年に本格的に活動を始めてから、385人の自殺企図者に声をかけ
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た。

「昨年派遣切り。職を探しても見付からず、借金も膨れ、毎日取立を受け、親に勘当されて家を出て、10万円を持って兵庫、滋賀と野宿
しながら職探しをして歩いたものの仕事に就けず、所持金も5500円とわずかになり、途方にくれ、自殺を考えて岩場に立ってしまった。
」

「警備会社の交通整理員として働いているが公共工事が取れないため仕事がなく、１か月3～5万円の給料が続き、就活をしても仕事はな
く、家賃も滞り、物損事故を起こし、自殺を考えて東尋坊にたどり着き、飛び込む場所が見付かり、人気がなくなってから飛び込もうとし
ていたところを声をかけられた。」

「大学4年であり、就活に失敗し、これ以上親に迷惑をかけたくないから死にたい。」

いずれも、今年、東尋坊の断崖から自殺しようとした人たちから、茂さんらグループが聴き取ったものだ。

「今日まで声をかけた385人の中に、本当に死にたい人は誰ひとりいなかった。自殺しようとした人たちは、よくよく話すと本当は死に
たくないと思っている。再出発したいし、助けて欲しい。けれども、追い詰められて死なざるを得ない。」

だから、「死にたい人は死んだらいいという考えは間違っている。自殺は本人が弱いのではない。社会的な支援の力が弱い。」。茂さんの
言葉だ。

２　見えざる落とし穴だらけの国
今、この国では、毎年3万人以上、1日90人もの人が自ら命を絶っている。自殺者数は、1998年に前年から8472人増加して3
万2863人となり、その後、14年連続で3万人を超え、国際比較でも、日本の自殺率はワースト6位（2010年）という異常な事態
が続いている。
政府は、2006年に自殺対策基本法、2007年に自殺対策大綱を策定して自殺対策に乗り出したが、自殺は減少していかない。

ＮＰＯ法人ライフリンクの清水康之氏は、「たとえるならば、日本社会に3万個の見えざる落とし穴があって、穴に落ちた人、落とされた
人から自殺で亡くなっているということだ。そしてその穴には、…自ら積極的に落ちているわけでもない。じわじわと穴に追い込まれ、気
づいたら抜け出せなくなっている。」と述べている（雑誌世界2012年8月号）が、自殺の背景には、見えざる落とし穴だらけになって
いるという日本社会の現状がある。

３　自殺増加の背景
1990年代以降、日本社会は大きく変化した。
1990年に20％であった非正規労働者の割合は2011年には35.4％、3人に1人以上となる中で世帯所得は次第に減少
し、1990年代半ばに10％台だった貯蓄ゼロ世帯（2人以上世帯調査）は2011年には28.6％まで増加し、生活が「苦しい」と
答えた世帯は1990年代半ばの45％前後から2011年には過去最多の61.5％に達し、貧困率は1994年の13.7％か
ら2009年には16％にまで上昇し過去最悪の水準となっている。

しかし、その一方で、バブル崩壊によって低迷した景気は次第に回復し、2002年から2008年のリーマンショック前までの間は、戦



後最長の好景気が続き過去最高益を更新する企業が続出し、所得格差が拡大した。
このような社会の変化は、企業の競争力を強化するため、企業にとって負担となる市場の障害物や成長を抑制するものを取り除くという新
自由主義政策が推進され、非正規雇用への置き換えにより低賃金・不安定就労が広がり、社会保障制度が切り縮められた結果である。

新自由主義は、競争主義、個々人の自己責任を強調し、「努力が報われる社会」で格差は当然、競争に負けて、就職できないのも自己責任、
困窮しホームレスになるのも自己責任という空気を社会に広げた。

政府の自殺対策にもかかわらず自殺が減少しない背景には、このように、新自由主義政策により雇用の不安定化と社会保障の機能不全が進
み、貧困と格差が拡大したという社会構造的な問題がある。
人々は、労働問題、生活問題などの様々な解決困難な問題を抱え、自己責任が強調される中で、死へと追い詰められていく。

本当に死にたい人は誰もいない。自殺は本人が弱いからではない。
普通に努力しても報われず、落とし穴へと追い詰められていく社会構造が作られている中で、個人の自己責任を強調することは間違ってい
る。
政治的・社会的責任を個人の自己責任へと転嫁するのではなく、社会構造的問題を直視して、これを除くことが必要だ。

埼玉弁護士会は9月29日、日弁連は10月4日に、自殺対策のシンポジウムを開催する。自殺のない社会に向けて、今、一人ひとりが行
動するときだと思う。

サクラサイト詐欺（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

「サクラサイト詐欺」という言葉をご存じでしょうか？
「サクラサイト詐欺」とは，交際相手を探しているように装って，メールの相手に大金を渡したい大富豪を装って，有名人を装って，サイ
ト業者の準備した「サクラ」がメールのやりとりを開始させるように誘導し，お金を騙し取る詐欺のことをいい，俗に言う「出会い系サイ
ト詐欺」もこの「サクラサイト詐欺」に含まれます。最近，「サクラサイト詐欺」の被害に遭われる方が急増しています。

前回は相手が急に体調を崩してしまってあえなかったから，大金をもらうためにはメールのやりとりを続けないといけないから，嵐の松★
潤君が，AKB４８の前★さんが人間関係に悩んでいて話を聞いてあげないといけないから，とメール交換を継続するためにサイト上のポ
イントを購入し（途中からポイントを購入しないとメールができない仕組みになっています。），気がつけば１０００万円以上の被害に遭
われていることも珍しくありません。

断言します。

https://saitamasogo.jp/archives/28917


デートの約束日に連続して急病になったり身内に不幸がおこる人はサイト業者の準備したサクラです（万が一サクラでなくとも脈がありま
せん。）。孤独な社長，仕事に悩む医者，話し相手が欲しい中年女性とメールをしても１０００万円が支払われることはありません。
そして，嵐のメンバーは，会ったことのないメール相手にポイントを購入させてメンバー内の確執を相談しません。

ポイントを購入させるための誘導は非常に巧妙ですし，一度メールを返信してしまうと，被害に遭われてしまう危険があります。
身に覚えのない迷惑メールは無視することが一番ですし，なによりも「サクラサイト詐欺」というものがはやっていることを認識し，十分
気をつけていただければと思います。


